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Informed consent を得た 20 歳以上の RA 患者を対象とした。アバタセプト点





2012年 1月から 2014年 5月の間に 35人の RA患者が今回の前向き試験に登録
された。治療開始時の患者背景は、年齢 63 歳（中央値）、罹病期間 2.3 年（中央






者は、治療開始時の RF、ACPA の titer が非常に高値であった（中央値 RF 
223IU/ml、ACPA 395U/ml）。また骨びらんスコアが悪化した患者（6/35）は 33%












るため単純な比較はできないが、既報において TNF 阻害薬は 3~6%の患者でしか
骨びらんスコアの改善を認めておらず、アバタセプトの骨破壊修復効果の高さが
示唆される。既報においてアバタセプトは RF、ACPA 陽性例で有効性が高いこ
とが示されているが、今回の研究で骨破壊抑制作用も RF、ACPA 陽性例の方が
強い可能性があることが示唆された。 
このように、アバタセプトは関節での炎症抑制に有効であり、さらに患者の
ADL と直結する関節破壊の進行を抑制することが分かった。 
 
